
一般財団法人海外産業人材育成協会は、2017年7月1日より英文名称をThe 
Overseas Human Resources and Industry Development Association 
(HIDA) からThe Association for Overseas Technical Cooperation and 
Sustainable Partnerships (AOTS) に変更いたしました。

事業概要

http://www.aots.jp/

一般財団法人 海外産業人材育成協会



ミッション  人材育成を通じ、「共に生き、共に成長する」世界の実現を図る
一般財団法人海外産業人材育成協会（AOTS）は、主に開発途上国の産業人材を対象とした研修および
専門家派遣等の技術協力を推進する人材育成機関です。これらの事業を通じて、日本と海外諸国相互の
経済発展に貢献するとともに、友好関係の増進にも寄与します。

AOTSは「経済技術協力による開発途上国への貢献と相互の経済発展、並びにヒューマンネットワーク
の構築による友好関係の増進」という事業目的のもと、50年以上にわたり産業人材育成に携わってまい
りました。これまでに培った経験とネットワークを活かし、グローバル化が急速に進展する今日において、
より一層日本と国際社会の持続的発展に貢献すべく、積極的に事業を展開してまいります。

主な事業

主に開発途上国をはじめとする海外の企業等の技術者や管理者向けに研修を企画・実施しています。対象者を日本に招聘
して行う受入研修と、講師を現地に派遣して行う海外研修があります。

１．研修事業

日本の企業、産業界等から、主に開発途上国の日系企業、取
引先企業、業界団体等に専門家を派遣してOJTによる技術
指導や管理システム構築等の助言・指導を行う事業です。
専門家が直接現地の状況や問題・課題を確認した上で指導
を行うため、具体的かつポイントを絞った指導になります。
部門もしくは組織全体を対象とする場合や、品質・コスト・
納期（QCD）の改善、管理体制の現地化を推進する場合の
人材育成に適しています。

2．専門家派遣事業

ＱＣＤの改善等
現地企業の現地化促進

開発途上国等の企業
（専門家指導先企業）

出資先・取引先等

日本 現地

日本企業の専門家
●現地企業でのOJT
による技術指導

●管理体制の強化

AOTS

日本企業
（専門家派遣元企業）

専門家派遣の概要

受入研修

●技術研修  
技術研修はAOTSの研修センターで日本語や日本の文化・社会等について学ぶ一般研修と、日本の受入企業にて
日本の優れたものづくり・省エネ技術やサービス技術等、固有技術を学ぶ実地研修により構成されます。

●管理研修  
管理研修は経営幹部、管理者を対象に、企業経営や生産管理、環境技術等のテーマについて、講義、見学、グルー
プワークなどを組み合わせた2週間程度の研修です。

いずれの研修も、日本の優れた技術やノウハウを実際に目にすることで、参加者自身の“気付き”による意識改革
が促されます。また、日本の文化や日本人の考え方に対する理解を深められるため、現地企業の中核人材の育成
に適しています。

海外研修 日本から海外に講師を派遣し、現地機関と協力しながら日本の優れた経営手法、生産管理手法等についての研修を
実施しています。

開発途上国等の
企業

現地企業の経営幹部・管理者

日本 現地

●生産管理・品質管理・企業経営等の
管理技術を習得

●各界を代表する一流の講師陣に
よる専門講義

●短期間で日本の管理技術の体系的
な知識を習得

AOTS
日系企業・

ローカル企業等

管理研修の概要

新しい技術の習得等
現地企業の幹部養成

開発途上国等の企業
（研修生派遣企業）

出資先・技術
提携先・代理店等

現地企業の
技術者等

日本 現地

●AOTSの研修センターにて
一般研修（日本語および
日本の文化・社会）

●日本企業にて固有技術の
習得

AOTS

日本企業
（研修生受入企業）

技術研修の概要 技術研修の流れ
来日

帰国

一般研修
日本語学習、日本社会・文化の理解等

実地研修
個別の研修計画に沿った専門技術・ノウハウの習得



AOTS総合研究所による事業

新国際協力事業（略称：NGC - New 
Global Cooperation）グローバル事業

AOTSは、半世紀以上に亘り、人材育成の
ノウハウ・経験と世界に広がる人的ネット
ワークを培ってまいりました。これらを活か
し、日本政府や公的機関から委託を受け研
修等のプログラムを実施しています。また、
国内外のさまざまな企業、団体のニーズに
応じ、セミナー、日本語研修、情報配信、パー
トナー紹介、ビジネス交流等のサービスを
提供しています。

4．AOTSのノウハウを活かした各種サービス

AOTSは、1998年11月のAMEICC本会合の合意にもとづき、AMEICC事務局を支援する業務のほか、以下の事業を
実施しています。

3．日・アセアン経済産業協力委員会（AMEICC）事務局支援事業

インフラにかかわる人材の育成
アセアン諸国におけるインフラプロ
ジェクトにかかわるキーパーソン、
設計・エンジニアリングを担う人材
に対して、日本やASEAN諸国での
研修を実施しています。
日本の高い技術への理解を深めて
もらうとともに、人材育成を通じア
セアン諸国における質の高いイン
フラ整備に貢献しています。

大学に寄付講座を開設
アセアン域内の大学等に寄付講座
を開設し、講義、インターンシップ、
ジョブフェアの実施を通して現地
日系企業で即戦力となる学生の育
成、並びに日系企業への就職を促
す仕組み作りの支援を行い、日系
企業の事業活動の円滑化及び日ア
セアン協力関係の深化に貢献して
います。

アセアン域内に進出している  
企業向けプログラム
アセアン域内に進出している日系
企業の技術力を活用し、出資先や
取引先(取引先候補を含む)の管理
者層や技術者層の人材育成のため
の研修派遣・専門家受入の事業を
行っています。

情報配信
海外ビジネスに関するニュースや海
外企業経営者のインタビューなど
ホームページやメールマガジンを通
じて海外ビジネスに役立つ情報を
配信しています。

インターンシップ
日本人の社会人と学生を新興国の
民間企業や公的機関等に派遣して
います。実践的な就業体験の機会
を提供することで、日本企業の海外
展開を担う人材の育成と今後の事
業展開に有益な人脈の構築に貢献
しています。

委託事業の実施
政府・公的機関から委託を
受け、研修や専門家派遣等
のプログラムを実施してい
ます。

日本語研修
技術研修生向けの短期速習型教育
で培った経験をもとに、外国人の
日本語学習に適したe-learning教
材の開発や、企業個別のニーズに
応じたオンデマンド型の日本語教育
を実施しています。

セミナー
各国企業・団体の人材育成ニーズ
をもとに、各種テーマ別のセミナー
を随時企画実施しています。

「経営幹部のための
品質経営研修コー
ス」の講義にて

ビジネス交流
海外における企業・製品PRや調達
先募集のためのセミナーを開催した
り、商談会等の場を提供しています。

ベトナムにて日本
の自動車関連企業
の製品PRの大規
模カンファレンスを
開催

パートナー紹介・海外調査
海外進出の成功のカギとなる最適な
パートナー選びを支援しています。

日本国内で、ブラ
ジル金型協会の会
員企業と日本企業
との商談会を実施

インド最大の経済
団体であるインド
工業連盟でのイン
ターンシップの様子

経済連携協定（EPA）に基づく看護師・
介護福祉士候補者を対象に、日本語
や文化適応についての研修を実施



名　称 所　在　地 電　話 F A X
派遣業務部

〒104-0061 東京都中央区銀座5-12-5 白鶴ビル4階
（東銀座事務所）

03-3549-3050 03-3549-3055
研修業務部 03-3549-3051 03-3549-3055
海外展開サポートセンター
東銀座デスク

03-3888-8214
（北千住）

03-3888-8242
（北千住）

EPA事業部

〒120-8534 東京都足立区千住東1-30-1
（北千住事務所）

03-3888-8229 03-3888-8242
政策推進部 03-3888-8239 03-3888-8242
事業統括部 03-3888-8254 03-3888-8242
総務企画部 03-3888-8211 03-3888-8264
AMEICC事務局支援業務部 〒120-0036 東京都足立区千住仲町40-11 朝日生命北千住ビル3階 03-3888-8213 03-6806-1067
東京研修センター（TKC） 〒120-8534 東京都足立区千住東1-30-1 03-3888-8230 03-3888-3817
関西研修センター（KKC） 〒558-0021 大阪府大阪市住吉区浅香1-7-5 06-6690-2670 06-6690-2675
中部事務所 〒470-0348 愛知県豊田市貝津町向畑37-12 0565-43-2100 0565-43-2101
AOTS総合研究所

〒120-8534 東京都足立区千住東1-30-1
03-3888-8215 03-3888-8242

新国際協力事業部 03-3888-8260 03-3888-8242
海外展開サポートセンター 03-3888-8214 03-3888-8242

国内拠点

名　称 所　在　地 電　話 F A X
バンコク事務所
（タイ）

Nantawan Building 16F, 161 Rajadamri Road, 
Pathumwan, Bangkok 10330, Thailand +66-2-255-2370 +66-2-255-2372

ジャカルタ事務所
（インドネシア）

3A Floor, Graha Mandiri, Jl. Imam Bonjol No.61, 
Jakarta 10310, Indonesia +62-21-230-1820 +62-21-230-1831

ニューデリー事務所
（インド）

Office No.504, 5th Floor, International Trade Tower, Block-E, 
Nehru Place, New Delhi 110019, India +91-11-41054504 ―

ヤンゴン事務所
（ミャンマー）

Room 401, 4th Floor, Yuzana Hotel, No.130, Shwe Gon Taing Road, 
Bahan Township, Yangon, Myanmar +95-1-8604922 ―

海外拠点

名 称
一般財団法人海外産業人材育成協会
The Association for Overseas Technical Cooperation and Sustainable Partnerships
略称：AOTS（エーオーティーエス）

設 立 1959年（昭和34年）8月10日

基本財産 7億円

事業内容 主に開発途上国の産業人材を対象とする研修および専門家派遣の実施

事業規模 約101億円（2018年度予算）
受入研修：230コース 4,140人、海外研修：23コース 900人、専門家派遣：340人　その他、インターンシップ等

実績人数 受入研修：190,578人（1959年度から2017年度までの累計） 専門家派遣： 9,230人（1979年度から2017年度までの累計）
海外研修：201,966人（1973年度から2017年度までの累計） インターンシップ： 1,260人（2004年度から2017年度までの累計）

事 業 所 1）国内：東京都、大阪市、豊田市　2）海外：バンコク、ジャカルタ、ニューデリー、ヤンゴン

職 員 数 約180名（2018年7月現在）＊有期職員含む

プロフィール

2018年（平成30年）7月1日現在
事務局編成

東京研修センター（TKC） 関西研修センター（KKC）

2018.7
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